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教職経験2年以上の小学校教師200名を対象に,クロール,平泳ぎ,背泳ぎの学習において,どの
ような「つまずき」に出合い,また,どのような手だてによって解決しようとしたのかをアンケー
ト調査した。
その結果,クロールは,「息継ぎ」と「浮き身」,「手の動作」に関わる,また,平泳ぎは,「足の
動作」と「手足のコンビネーション」に関わる,さらに,背泳ぎは,「浮き身」と「手の動作」に関
わる「つまずき」が生じやすい泳法であることが認められた。
また,「つまずき」の対処法の量的・質的分析結果に基づいて,それらの解決策を試案した。
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1.日的
水泳は,個体発生的な運動2)で教えなければ身
に付かず,泳げる,泳げないがはっきりする種目で
もある。したがって,教師は,子どもたちを泳げる
ようにさせようと努力している。 しかし,「つまず
き」によって,泳げるようにさせることのできない
場合もある。この場合,水泳の授業は夏季に限られ
るので,その「うまずき」は次年度に持ち越される
ことが多い。・
水泳の「つまずき」は,他の運動種目に比して学
習者に長く影響を与えると考えられるので,つまず
かせないで泳げるようにさせる指導法が求められる。
その前提として,教師は「つまずき」の状態の理
解とその解決策を数多く持っていることは有益であ
ると考えられる。
そこで,本研究では,小学校学習指導要領3)の
水泳領域に示されているクロール,平泳ぎ,背泳ぎ
の3種目について,教師がこれまでどのような「っ
まずき」に出合い,また,その際どのような手だて
によって解決しようとし効果を得たのか等について
アンケート調査したO
すなわち,つまずかせない指導法を作成するため
の基礎資料を得ようとした。
Ⅱ.方法
1.対象
兵庫県,愛媛県,大阪府,京都府,香川県の2年
l以上の指導経験のある小学校教員200名を対象とした。
2.加査期間と方法
平成18年11-12月に,資料1にその一部を示すア
ンケート調査用紙を郵送にて配布・回収した。 そ
の結果,155名(男性:109,女性:46)から有効回
答が得られた。
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資料1.駒査用紙の一部(クE)-ルについて抜粋)
3.的査内容と方法
クロール,平泳ぎ,背泳ぎの3種目を対象とし,
各泳法を「浮き身」「手の動作」「足の動作」「手足
のコンビネーション」「息継ぎ」「その他の動作」の
6つの項目に分類した。
これに加え「動作以外で心
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理的・認知的なもの」の計7項目から,「最も重大な
もの」と「重大なもの」の2つの「つまずき」を選
択させた。併せて,それらの状態とその解決方法を
自由記述させた。
4.分析方法
各泳法でみられる「つまずき」で,「最も重大な
もの」を『第1要因』,「次に重大なもの」を「第2
要因」として,教師は,運動のどの局面で「つまず
き」に出合っているのかを量的に分析した0
また,「つまずき」の状態とその解決方法の自由
記述は,内容をカテゴリー分析し量的に把握すると
ともに質的に分析した。
Ⅲ.結果ならびに考察
1.クロール
(I)「つまずき」の要因
図1は,クロールでの「つまずき」の『第1要因』
ならびに「第2要因」として指摘された項目の割合
とそれらの合計を示したものである。
クロールの「つまずき」の『第1要因』は,『息
継ぎ』が69.0%で最も多く,次いで,『浮き身』の1
4.1であった。また,1位の『息継ぎ』は,「第2
要因」を合わせると8割以上の教師が「っまずさ」
を体験していることが認められた。
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図1.クロールの「つまずき」要因別の認識率
(2)r第1要因J)と「第2要因」の関連性
図2は,『息継ぎ』ならびに『浮き身』を『第1要
因』に選択した教師が「第2要因」にどのような項
目を指摘していたかを示したものである。
『息継ぎ』を『第1要因』にした教師の,「第2
要因」は,「手足のコンビネーション」,次いで,
「手の動作」「浮き身」の順に高い割合を示した。 こ
のことから『息継ぎ』と「手の動作」の関連性が考
図2.クロールの「つまずき」の第1要因と第2要
因の関係
えられた。
同様に,『浮き身』を『第1要因』に選択した教
師の第2要因は,「息継ぎ」が最も高く52.4%を示
した。このことは,浮き身ができないことが誘因と
なり,息継ぎができていないという状態を生み出し
ていることを推察させた0
すなわち,クロールは「息継ぎ」と「手の動作」
「浮き身」に関わって「つまずき」が生じやすい泳
法であると考えられた。
(3)「つまずき」の対処法の分類
図3は,「つまずき」の『第1要因』として最も多
くの指摘があった『息継ぎ』とそれに次ぐ『浮き身』
について,それらの状態とそれを解決するための対
処をカテゴリー分析したものである。
解決のための対処は,①「感覚づくり的対処」,
②「指示的対処」,③「物的・人的補助対処」,④
「複合的対処(①～③を複合的に用いたもの)」の4
つのカテゴリーに分類された。
①の「感覚づくり的対処」は,陸上や水中で動き
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の確認をしたり,ビデオや示範をみたりするという
「感覚づくり」と,バブリング注1)やポピング注2)
等の「呼吸感覚づくり」,水慣れや浮き身,けのび
等をする「浮き身感覚づくり」,横向きの浮き身姿
勢をさせる等の「ローリング感覚づくり」の4つに
細分された。
②の「指示的対処」は,手の下から後ろをの
ぞきなさいというような「視線や顔の向きに関する
指示」,水中での呼気に関する「パッと息を吐くと
いう指示」,手や体の動作に関して「伸ばした手を
枕にしなさいという指示」,「体を槙に向けなさいと
いう指示」の4つに細分された。
③の「物的・人的補助対処」は「ビート板やヘル
パーの活用」と「教師・仲間の補助」の2つに分け
られた。
(4)「つまずき」の状態と対処の具体
①『息継ぎ』のつまずき
「っまずき」の状態は,横向きの息継ぎができず
に沈むというような,ア)「顔が正面を向く」と
いう状態にまとめられるものが80例,水中で息が吐
けないという,イ)「呼気ができない」という状
態にまとめられるものが25例,ウ)「タイミングが
つかめない」という状態にまとめられるものが11例,
認められた。
7)「顔か正面を向く」への対処
「顔が正面を向く」に対して「ビート板やヘルパー
の活用」で片手クロールやキャッチアップクロール
注3)を行うという対処が21例で最も多く認められた。
次いで,「伸ばした手を枕にしなさいという指示」
が12例,「視線・顔の向きに関する指示」が9例,
「感覚づくり(水中・陸上)」が8例,「教師・仲間の
補助」が6例,「体を槙に向けるという指示」「呼吸
感覚づくり」が2例,「パッと息を吐くという指示」
「ローリング感覚づくり」が1例,認められたo
また,複合的な対処は,「ビート板やヘルパーの
活用」「感覚づくり」「教師・仲間の補助」の組み合
わせが多くみられた。
イ)「呼気ができない」への対処
「呼気ができない」に対しては,バブリング,ポ
ピング等の「呼吸感覚づくり」が12例,「パッと息
を吐くという指示」が5例,「伸ばした手を枕にしな
さいという指示」が2例,「ビート板やヘルパーの活
用」「視線・顔の向きに関する指示」が1例,認めら
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図3.クロールの「つまずき」の状態とその対処
注)対処のカテゴリーは,①「感覚づくり的対処」②「指示
的対処」③「物的・人的補助対処」とそれらを複合的に用い
た④「複合的対処」の4つに分賛した。
①～③は,対処のフローチャートに例数の多かった暇に上
から配列し,④事こついては,それぞれのフローチャートを結
ぶ線によって示した。・
また,枠の太さと線の太さは例数を示している。
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ウ)「タイミングがつかめない」への対処
「タイミングがつかめない」に対しては,「感覚づ
くり」が5例,「呼吸感覚づくり」「ローリング感覚
づくり」「ビート板やヘルパーの活用」がそれぞれ1
例,認められた。
②『浮き身』のつまずき
「っまずき」の状態は,「浮き身が上手にできな
い」というものが27例認められた。
また,それに対する対処は,リラックスした浮き
身を作るというような「脱力感覚づくり」が7例,
正しい浮き身姿勢をっくるというような「姿勢・バ
ランス感覚づくり」が6例,「視線・顔の向きの指示」
が3例,「力を抜くという指示」「ビート板・ヘルパー
の活用」が2例,「両腕で頭をはさみこむという指示」
が1例,認められた。
また,複合的な対処は,「ビート板やヘルパーの
活用」「姿勢・バランス感覚づくり」「教師・仲間の
補助」の組み合わせによる対処例がみられた。
(5)有効と考えられた解決策
①息継ぎ
前述したように『息継ぎ』の「つまずき」の状態
は,ア)「顔が正面を向く」,イ)「呼気ができない」,
ウ)「タイミングがっかめない」の3つに分類された0
7)「顔が正面を向く」は,頚部をひねり側面で息
をしようとすると,前方に伸ばした上肢が頚反射注4)
によって屈曲され,浮き身のバランスが崩れ,思わ
ず前向きで呼吸してしまうものと考えられた。
すなわち,クロールの息継ぎ動作は頚反射を抑制
しなければならないところに難しさがあると考えら
蝣J5Sしたがって,解決策は,頚部をひねり側面で呼吸
する際に,「伸ばした手を枕にしなさい」という指
示によって,息継ぎのタイミングで伸ばした手をか
き込まないようにさせる指導が有効と考えられた。
イ)「呼気ができない」は,水中で息を吐く呼吸感
覚が身についていないことによるものと考えられた。
したがって,解決策は,バブリング,ポピング等
の感覚づくり,呼気を意識させる「パッと息を吐く
という指示」,また,浮き身と関連させて,だるま
浮きからの呼吸の指導9)等が考えられたO
ウ)「タイミングがつかめない」は,上肢と呼吸動
作の協応性を意識させた指導が考えられた。
すなわち,解決策は,歩きながら息継ぎ動作に意
識を集中させ,動作感覚を身につけさせる指導が有
効と考えられた。
②浮き身
「浮き身が上手にできない」の対処は,「脱力感
覚づくり」が最も多く認められた。 しかし,脱力が
できない要因を考える必要がある。 これには,水に
対して何らかの抵抗感を持っていることが予想され
mしたがって,脱力感覚づくりの前提に,抵抗感を
なくすための水慣れが必要であるo
これらのことから,低学年の基本の運動の水遊び
において,浮ける,潜れる遊びができるようにさせ
ておくことが中学年での水泳学習を効果的に進める
上で重要であるといえる。
また,顔つけに抵抗感のある児童に対しては,ゴー
グルの活用の有効性も報告10)されている。
2.平泳ぎ
(1)「つまずき」の要因
図4は,平泳ぎでの「つまずき」の『第1要因』
ならびに「第2要因」として指摘された項目の割合
とそれらの合計を示したものである。
平泳ぎでは,『第1要因』として『足の動作』が
70.9%で最も高く,これに「第2要因」を合わせる
と8割を越えた。
また,「第2要因」としては,「手足のコンビネー
ション」の割合が56.7%と高く,『第1要因』と
「第2要因」を合わせると,7割以上の教師が「つま
ずき」を感じていた。
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図4.平泳ぎの「つまずき」要因別の認識率
(2)『第1要因』と「第2要因」の関連性
図5は,『第1要因』に『足の動作』ならびに『手
足のコンビネーション』を選択した教師が「第2要
因」にどのような項目を指摘していたかを示したも
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のである。
『足の動作』を『第1要因』に選択した教師の
「第2要因」は,「手足のコンビネーション」が76.0
%と最高値を示した。
同様に,『手足のコンビネーション』を『第1要
因』に選択した教師の「第2要因」は,「足の動作」
が70.0%で突出していた。
これらのことは,「足の動作」と「手足のコンビ
ネーション」に関連性のあることを示唆していると
考えられた。
すなわち,上肢のプル期に股関節が屈曲してしま
うという四肢間反射注5)の抑制がうまくできていな
いことによるものと考えられた。 つまり,腕をかく
時に,股関節を屈曲し,大腿を前方に移動させる動
作で,プルによる推力を相殺してしまうことになる
図5.平泳ぎの「つまずき」の第1要因と第2要因
の関係
また,平泳ぎの足の動作は,キック時の後半まで
足関節を屈曲しているのが合目的的である。 しかし,
習得初期の幼少児にとっては,この動作は難しいこ
とが指摘されている5)0
すなわち,反射動作を抑制した手足のコンビネ-
ションがとれないことが上手に泳げない誘因と考え
られた。
これらのことから,平泳ぎは,「足の動作」と
「手足のコンビネーション」に関わって「つまずき」
が生じやすい泳法であるといえる。
(3)「つまずき」の状態と対処の具体
図6は,「つまずき」の『第1要因』として70.9%
の指摘があった『足の動作』とそれに次ぐ『手足の
コンビネーション』について,それらの状態とそれ
を解決するための対処を示したものである。
(り『足の動作』のつまずき
「っまずき」の状態は,足の甲で水をとらえてし
まったり,ドルフィンキック様であったりするもの
で,「あおり足になる」とまとめられるものが96例
みられた。
また,足をどのように動かせばいいのか分からな
い等の「足の動かし方がイメージできない」とまと
められるものが20倒存在した。
7)「あおり足になる」への対処
「あおり足になる」に対しては,陸上で動作確認
や示範をみせるといった「感覚づくり」が28例,足
裏を持って動作を補助する「教師・仲間の補助」が
22例,「かかとをお尻にという指示」が4例,「曲げ
て,けって,閉じる」という動作リズムの指示等の
「リズム感覚づくり」が3例,「ビート板・ヘルパー
の活用」「後ろの水をけるという指示」が3例,「足
首を立てるという指示」が2例,みられた。
また,複合的な対処は,「感覚づくり(水中・陸
上)」と「教師・仲間の補助」によるものが13例で
最も多かった。 なお,それに併せて「ビ-ト板・ヘ
ルパーの活用」の組み合わせによるものが8例みら
mm
イ)「足の動きがイメージできない」への対処
「足の動きがイメージできない」に対しては,
「感覚づくり(水中・陸上)」が9例,「教師・仲間の
補助」が5例,「ビート板・ヘルパーの活用」が1例,
認められた。
また,複合的な対処は,「感覚づくり」と「教師・
仲間の補助」「ビート板・ヘルパーの活用」の組み
合わせによる例がみられた。
②『手足のコンビネーション』のつまずき
「っまずき」の状態は,「手足の動作のリズムが
つかめない」というものが53例認められた0
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図6.平泳ぎの「つまずき」の状態とその対処
また,対処は「感覚づくり」が16例,「リズム感
覚づくり」が13例,「ゆっくり伸びて一直線にとい
う指示」「教師・仲間の補助」が6例,「タイミング
の指示」が4例,「ビート板の活用」が2例,認めら
'ssm
なお,「リズム感覚づくり」の中に「ドル平泳1)
を先に教えて泳ぎ全体のリズム感覚をっかませる」
という対処がみられた。
(4)有効と考えられた解決策
①足の動作
前述したように『足の動作』の「つまずき」の状
態は,7)「あおり足になる」,イ)「足の動かし
方がイメージできない」の2つに分類された。
7),イ)ともに,キック時において,股関節と膝
関節を伸展させ,足関節のみを屈曲することが,神
経生理学的に児童にとって難しい動作である5)こ
とによる。
すなわち,下肢の三関節の伸筋群のみ,あるいは
屈筋群のみを力強く働かせることは容易であるが,
それらの内一つの筋群を逆に働かせることは難しい
のである。
したがって,有効な対処は「陸上での動作感覚づ
くり」と「教師や仲間の補助」「ビート板ヘルパー
の活用」「足首を立てるという指示」等が考えられ
た。
具体的には,まず,陸上で脚動作を確認させ,そ
の後,ビート板を用いて水中での練習に移行させる。
併せて,教師や仲間の補助で足関節の屈曲を意識さ
せ,正しい動きを身につけさせる指導が考えられた。
なお,かえる足の指導法として,図7に示すよう
に,ビート板で浮き身と呼吸を確保した状態で,腰
につけたひもを壁に固定し,足指を壁につけないよ
うに鐘でけらせる練習日)も有効と考えられた。 こ
の際に,ひもよりも伸縮性のあるゴムを用いて,可
動域を持たせた方が,より実際の動作感覚に近づき
効果的であると考えられる。
また,筋電図バイオフィードバック法によって,
キック終了時まで前腰骨筋の収縮を意識させる指導
法の有効性も報告6)されている。
②手足のコンビネーション
「手足の動作リズムがつかめない」という「つま
-41-
ずき」は,四肢間反射の抑制ができないことに起因
していると考えられた。 したがって,有効な対処
は,動作感覚づくりの際に「けって-,のびて,浮
いて,かく」等の指示で具体的に動作のタイミング
を想起させる指導が考えられた。
3.背泳ぎ
(1)「つまずき」の要因・
図8は,背泳ぎでの「つまずき」の『第1要因』
ならびに「第2要因」として指摘された項目の割
合とそれらの合計を示したものである。
『第1要因』は,『浮き身』が78.4%と最も高く,
これに「第2要因」をプラスすると9割近い教師が
「っまずき」を感じていることが認められた。
また,「第2要因」は,「手の動作」の割合が高く,
『第1要因』と「第2要因」を合わせると半数近く
の教師が「つまずき」を感じていることが認められた。
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図8.背泳ぎの「つまずき」要因別の認識率
(2)『第1要因』と「第2要因」の関連性
図9は,『第1要因』に『浮き身』ならびに『手の
動作』を選択した教師が「第2要因」にどのような
項目を指摘していたかを示したものである。
図9.背泳ぎの「つまずき」の第1要因と第2要因の関係
『浮き身』を『第1要因』に選択した教師の「第
2要因」は「手の動作」が約50%と最も多かったo
同様に,『手の動作』を『第1要因』に選択した
教師の「第2要因」は「浮き身」が60%を超えてい
た。このことから「浮き身」と「手の動作」の関連
性が考えられた。
背浮きの状態から手の動作をつけた途端にバラン
スを崩して沈んでしまうということをよく見う
けるが,このような状態を示しているものと推察さ
inaこれらのことから,背泳ぎは,「浮き身」と「手
の動作」において「つまずき」が生じやすい泳法で
あると考えられた。
(3)「つまずき」の状態と対処の具体
図10は,「つまずき」の『第1要因』として最も
多くの指摘があった『浮き身』とそれに次ぐ『手の
動作』について,それらの状態とそれを解決するた
めの対処を示したものである。
①『浮き身』のつまずき
「っまずき」の状態は,「浮き身が上手にできな
い」というものが111例認められた。
また,対処は,「ビート板・ヘルパーの活用」が3
5例,「教師・仲間の補助」が20例,「脱力感覚づく
り」が8例,「視線や顔の向きの指示」「おへそを突
き出す,胸を張るという指示」が5例,「姿勢・バラ
ンス感覚づくり」が4例,「力を抜くという指示」が
1例,認められた。
また,複合的な対処は,「ビート板やヘルパーの
活用」と「教師や仲間の支持」,「おへそを突き出す,
胸を張るという指示」の組み合わせによるものが複
数みられた。
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②r手の動作』のつまずき
「っまずさ」の状態は,「手の動作がうまくでき
ず進まない」というものが31例認められた0
また,対処は,「感覚づくり」が9例,「小指から
水に入れるという指示」が5例,「プルの感覚づくり
(水中)」「ビート板・フィン・パドルの活用」が3例,
「大きく回し,しっかりかくという指示」「教師や仲
間の補助」が2例,「左右同じようにバランスよく」
という指示が1例,認められた。
また,複合的な対処は,「感覚づくり」と「ビー
ト板・フィン・パドルの活用」,「教師や仲間の補助」
の組み合わせによるものが複数みられた。
(a)骨油ぎ:「灘 身」【111僻】 (b)職 ぎ:r手の動作」【31僻】
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図10.背泳ぎの「つまずき」の状態とその対処
(4)有効と考えられた解決策
①浮き身
「浮き身が上手にできない」という「っまずき」
は,水面での仰向け姿勢に対する心理的な不安によっ
て,脱力できず,腰が落ちこみ,浮きのバランスを
崩してしまうことよるものと推察された。
不安解消および脱力感覚づくりのためには,「ビー
ト板・ヘルパーの活用」,「教師や仲間の補助」が考
えられた。また,姿勢の改善については,「空を見
て,おへそを突き出すようにという指示」が考えら
Iifff岩
解決策は,首や腰,あるいは膝の後ろに浮きポー
ルを枕のように置いて活用したり,腹部にヘルパー
を装着させたりして背浮きの姿勢に慣れさせる。 ま
た,必要に応じて仲間や教師が頭部や腰部をそっと
支えてやることを通して,脱力できるようにし,徐々
に浮き具を除いていく段階的な指導が考えられた。
また,浮き身のバランス感覚や背浮き姿勢に慣れ
させるために「ちょうちょう背泳ぎ」の指導8)9)
も有効と考えられた。
②手の動作
「手の動作がうまくできず進まない」という「っ
まずき」は,浮き身が十分にできていないことが
誘因になっていると考えられた。 したがって,まず,
しっかりとした浮き身を習得・習熟させることが重
要と考えられた。
プルの指導は,ゆっくりしたリズムで手を入れ替
える練習から始め,水面から片手を上げ,プルリカ
バリーする際にしっかり息を吸わせ,浮力が小さく
なった状態でも浮くことのできる技術を習得させる
ことが重要と考えられる。
すなわち,解決策は,ヘルパーや浮きポール等の
浮き具を活用し,浮き身の習得・習熟を段階的に図
るとともに,手の動作と呼吸のタイミングを協応さ
せる指導が考えられた。
表1は,3泳法で認められた主要な「つまずき」の
要因や解決策を検討した結果を一覧にまとめて示し
たものである。
つまずかせない指導法(試案)については,今後,
実践を通してその有効性を検討する必要がある。 ま
た,つまずきの要因については,児童の専有条件と
の関係の面から検討することが今後の課題となる。
Ⅳ.まとめ
小学校教師200名(有効回答数155)に,水泳学習
における「つまずき」の要因とその対処等について
アンケ-ト調査したo
1.第1要因として最も顕著に認められた動作項目は,
背泳ぎでは『浮き身』の78.4%,平泳ぎでは『足の
動作』の70.9%,クロールでは『息継ぎ』の69.0%
であった。
2.クロールは,「息継ぎ」と「浮き身」,「手の動作」
に関わる「つまずき」が生じやすい泳法であること
が認められた。
また,「息継ぎ」のつまずきの状態は,「顔が正面
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表1.泳法における主要な「つまずき」の要因および解決策の一覧
泳 動 作項 目 関連 する . 状態 多か った 有 効 と考えられた つまずか せない指 導 法
汰 穀2emu上 璽 目 対 処 法 対 処 法 (試 案 )
ク 息継ぎ .浮き身
⑨鱒が正面に
②呼気ができない
⑧タイミングがつか
①ピIト棲ヘル′{-の活用
(鞠的補助)
②畔畷感覚づくり
①伸ばした手を枕に (指示)
②JtツとJLを吐く (指示)
①伸ばした-事を枕に (指示)
②パブlJンク、ポピングの呼吸感鷺
づくり
ロ
l
.手の動作 (慮寛づくり) l呼噴感寛づくり(慮麓つくり) .バツと鳥を吐く
.だるま洋書からの呼吸を身につけさル ③歩さながら鳥繊官のタイミ ③歩きながら手の動作に会わせ せる (挿示、慮鷺つくり)
めない ンクをつかませる て、鳥鍵ぎのタイミングをつかま ⑧歩さながら手の動作に合わせて鳥
(感寛つくり) せる (感覚づくり) 継ぎのタイミングをつかませる
CM M OJ)
辛
泳
足の動作 .手足の
⑧あおり足になる
②動かし方がイメl
⑧②綾上や水中で動かし方 ①②綾上で足の動作確認 ①雷陸上で足の動作の感覚をつくる
の感鷺をつくり教師や仲間 .水中で 教鯵仲rqが格助しな .水中で 教師仲闇が補助しなから
の柵助 がら動作確認 動作確認【足を持I,て正しい動作】
コンビ ジできない (慮責づくり、人的補助) (感鷺づくり、人的繍鋤) (感鷺つく.)、人的繍助)
手足の
コンビ
.足の動作
⑧手足の勧作のリズ ⑧陸上での感鷺づくり ⑧リズム感覚づくり【けl,て一、の ⑨陸上で、けつてl、のぴて、浮いて、
ど ムがつかめない (慮鷺つくり) t1て、浮いて、かく】の-}ズム
(指示、庭先づくり)
かく、のリズムに合わせて手足を動か
す
.水中で、〝
.事のかきに合わせて呼嘱させる
(指示、慮鷺づくり)
育
泳
ぎ
浮き身 .手の動作
⑧浮e身がうまくで ⑧ピ-ト構ヘルパ-の活用 ⑧ピlト厳ヘル′1-の活用 ①浮きポlルを活用し脱力した背浮
きない (物的柵助) .触尊.伸rqの接t Uf.M きの慮鷺をつくる
.教師.鱒rqの接地 を支える】 .教師、仲罪の補助【項部、腰部を支
(人的補助) .脱力感覚づくり
.蜜を見て、へそを突き出すよ
うに
(人的.物的樽臥 鍾鷺づくり、
指示)
えて、正しい浮き身妻肴をつくる】
.嵐力感鷺づくり
.空をまっすぐ見あげて、おへそを突
き出すように
.ちJ:うちよう曾泳ぎによって背浮き
姿勢に慣れさせる
(人的.物的補助、感覚づくり、指示)
※ 「つまずき」の第一要因として20%以上の動作項目について示した0
を向く」,「呼気ができない」,「タイミングがつかめ
ない」の3つにまとめられた。 これらに対しては
「伸ばした手を枕に」,「イヾッと息を吐く」という言
語指示や歩きながら息継ぎのタイミングをっかませ
る呼吸感覚づくりが有効と考えられた。
さらに,「浮き身」のつまずきの状態は,「浮き身
が上手にできない」にまとめられた。 解決策は,脱
力感覚づくりのために,水に抵抗感のある児童には,
ゴーグルの活用も考えられた。
3.平泳ぎは,「足の動作」と「手足のコンビネーショ
ン」に関わる「つまずき」が生じやすい泳法である
ことが認められた。
また,「足の動作」のつまずきの状態は,「あおり
足になる」と「動かし方がイメージできない」にま
とめられた。 これらに対しては,腰にゴム等をっけ
壁に固定し,足指を壁につけないように瞳でけらせ
る練習が有効であると考えられた。
さらに,「手足のコンビネーション」のつまずき
の状態は,「手足の動作リズムがつかめない」にま
とめられた。 解決策は,陸上,水中での動作感覚づ
くりの際に「けって一,のびて,浮いて,かく」等
の言語指示で具体的に動作のタイミングを想起させ
る指導が有効と考えられた。
4.背泳ぎは,「浮き身」と「手の動作」に関わる
「っまずさ」が生じやすい泳法であることが認めら
れた。
また,「浮き身」のつまずきの状態は,「浮き身が
うまくできない」にまとめられた。 解決策は,浮き
具の活用や教師や仲間の補助,「空を見るように」
「おへそを突き上げるように」という言語指示やバ
ランス感覚や背浮き姿勢に慣れさせるために「ちょ
うちょう背泳ぎ」の指導8)9)も有効と考えられた。
さらに,「手の動作」のつまずきの状態は,「手の
動作がうまくできず進まない」にまとめられた。 解
決策は,ヘルパーや浮きポール等の浮き具を段階的
に活用し,浮き身の習得・習熟を図るとともに,手
の動作と呼吸のタイミングを協応させる指導が考え
SS(・」!
注
注1)パブリング(Bubbling):水中で口や鼻から
息を吐くこと。
注2)ポピング(Bobbing):顔を水上に出し入れ
しながら呼吸をすること。
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注3)キャッチアップクロール:クルクルと腕を交
互に回旋させるのではなく,面かぶりの状態で一方
の腕がかき終わるまで,片方の腕を前方に伸ばした
ままにしておき,両手がそろった後に,腕を入れ替
えてかくクロール。 すなわち,プルの開始・終末の
局面が毎回けのび(伏し浮き)の状態になる。
注4)頚反射:頚部を左右にひねると顔が向いた方
の上下肢ともに伸展し,後頭部側の体肢が屈曲する
反射7)。すなわち,息継ぎの際に,頚部をひねり側
面で息をしようとすると,前方に伸ばした上肢が屈
曲し,顔上げによる浮力の減少を抑えることのでき
ない現象が生じる。
注5)四肢間反射:上肢を積極的に屈曲すると股関節
が屈曲される反射。 平泳ぎのプル期に大腿が屈曲さ
れ,プルによって発揮された力が大腿の屈曲により
相殺され,推力が得られなくなる2)4)5)。
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